
2  耳 を,電卜ま Lて =1昌手を ・・・         「 ホウ、ホウ|」輪珈ます種の声。阪 が簡をおびき出
すために精舟のふちをたたく「ドン、ドン !」という首。善火の
赤松が燃える「パテ、バチッ !」という言。場所や水量によって

変わる、清流長良川の水が流れる首。さらには、それら全ての言が金華山の山肌にこだまする首。目を閉じて空間の中に響く「言Jそのものを楽
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しむこともできますね。

栓 ゲ
の.

力力てり   ひ

奏 人 に 浮 か な 端 匠 の顔 を …

鮎をおびき出すための蕎火の勢いは相当なもの
です。火の粉もたくさん飛び散ります。火の粉のた
めに烏帽子に穴が開くほどです。鳩匠|ま様子を見
ながら、その善火の向きを変えてしヽきます。善火を
支える毒棒の付け根にムクゲの枝葉がはさんであ
り、向きを変えられるように滑りやすくしてある
のです。十数羽の鳩を操りながら、善火とも格闘し
ている鵜匠。そんな鳩匠の真剣な表情も見てみた
いものです。

総がらみ

火の粉て穴の開いた烏帽子 狩り下り


